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Ⅰ 令和４年度事業の概要 

１ 総括 

 新型コロナウイルス感染症対策として、神戸市新型コロナウイルス感染症対
策本部員会議の開催等を通じ、国や県の対処方針に沿って、本市の対応方針を
決定した。 
南海トラフ巨大地震等の大規模広域災害をはじめ、激甚化・頻発化する風水

害や国民保護事案等、様々な危機事象に対する備えを着実に進め、危機管理体
制を一層強化するとともに、市民の安全・安心を守るための施策を実施した。 

２ 主要事業 

（１）危機管理体制の充実

①新型コロナウイルス感染症対策の実施
国や県と適宜調整を行うとともに、神戸市新型コロナウイルス感染症対

策本部の運営等により庁内の迅速な情報共有や意思決定を行った。 

②危機対応力の向上

ア 防災訓練等の実施 ［9,128 千円］
自然災害や国民保護事案等の様々な危機事象に、迅速・的確に対応でき

るよう関係機関と連携し、防災訓練や国民保護訓練等を実施した。 

イ 災害対応工程管理システム（ＢＯＳＳ）の運用 ［2,785 千円］
災害時業務継続・受援計画の実行性を確保するため、各種計画やマニュ

アルを一元管理し、災害対応の全体像や進捗状況を見える化する「災害対
応工程管理システム（ＢＯＳＳ）」の運用や研修等を行った。

全市総合防災訓練 国民保護訓練 

災害対応工程管理システム（ＢＯＳＳ） 
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ウ 外部給電・神戸モデルの設置 ［13,328 千円］
災害時の停電の際に、電気自動車等から給電できるようにする「外部給

電・神戸モデル」を避難所に指定されている市立小・中学校等 88 校に設
置した。 

（設置校） 
兵庫区：１校、北区：46 校、西区：41 校 

エ 災害時における物資供給の円滑化 ［1,588 千円］
大規模災害時に被災者へ迅速かつ安定的に物資を供給するため、有識

者・民間事業者・関係行政機関で構成する「神戸市災害時物資円滑供給検
討会」において、民間物流施設を活用した訓練の実施やマニュアルの改正
を行った。 

オ 避難確保計画の策定促進
土砂災害警戒区域や浸水想定区域に立地する要配慮者利用施設に対し、

避難確保計画策定の積極的な呼びかけや助言等を行い、計画の策定を促進
した。 

災害時物資輸送訓練 

外部給電・神戸モデル
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カ 緊急一時避難施設の指定 
弾道ミサイル攻撃による爆風等からの被害を軽減するため、民間施設地

下駐車場や地下道等、新たに 91 施設を緊急一時避難施設として指定した。 
 
（新規指定施設） 

     ・公共駐車場等（15 施設） 
     ・地下道（70 施設） 
     ・民間施設地下駐車場（６施設） 

 
キ 帰宅困難者対策の推進 ［8,057 千円］ 

帰宅困難者対策として、神戸都心地域における一時滞在施設の拡充や市
民参加型訓練の実施等、官民連携による取り組みを行った。 

 
（新規指定施設） 

     ・ＫＩＩＴＯ：収容人数 900 人 
     ・中央区文化センター：収容人数 140 人 

 
③情報収集・伝達体制等の強化 ［236,692 千円］ 

防災行政無線について、操作卓の更新により効率的・効果的な情報発信
を図るとともに、災害時に孤立する恐れのある六甲山小学校に屋外型スピ
ーカーを設置した。 
また、災害時に迅速・的確に情報収集・発信できるよう、危機管理シス

テムや被災者生活再建支援システムの保守運用・操作研修等を行うととも
に、民間事業者や研究機関等との連携により、ＳＮＳやＡＩを活用した取
組みを推進した。 

防災行政無線 LINE を活用した災害情報共有システム 

市民参加型帰宅困難者対策訓練 
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 ④市民防災意識の向上 ［5,601 千円］ 
防災ポータルサイトの運用や阪神・淡路大震災の語り部派遣、市内の大

学・ＮＰＯ・民間事業者と連携した防災イベントの開催、令和４年 10 月に
神戸市内で開催された「第７回防災推進国民大会」への参画等により、市
民の防災意識の向上や阪神・淡路大震災の教訓の継承を図った。 
また、適切な避難行動を促進するため、土砂災害警戒区域等に指定され

た地域を中心に、地域団体に対して防災士等を派遣し、オリジナルの避難
マップを作成する説明会を実施した。 

 
（避難マップ説明会実績） 

     実施回数：45 回  参加者：940 人 

 
 ⑤被災地への支援 

令和４年３月の福島県沖を震源とする地震で被害を受けた南相馬市や令
和４年台風 15 号で被害を受けた静岡市に対して、応援職員を派遣した。 
また、トルコ・シリア地震の被災者に対する支援として、トルコ大使館

と日本赤十字社に対して見舞金（各 1,000 千円）を贈呈した。 
 
（福島県沖地震） 

派遣期間：令和４年４月 12 日から４月 28 日まで 
 派 遣 先：福島県南相馬市 

  応援業務：家屋の被害認定調査業務 
派遣実績：延べ 72 人・日 

 
（令和４年台風第 15 号） 
 派遣期間：令和４年９月 27 日から 10 月５日まで 
派 遣 先：静岡県静岡市 

 応援業務：応急給水業務 
 派遣実績：延べ 57 人・日 

 
 

事前現地調査による 
地域独自の内容 

防災士等による 
わかりやすい説明 

オリジナル 
避難マップ作り 

防災士等による避難マップ説明会 

令和４年台風第 15号（静岡市） 
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（２）安全で安心なまちづくりの推進 
 
①地域安全対策の推進 
 
ア 神戸市カメラの運用 ［41,786 千円］ 

子どもや女性に対する犯罪防止を主目的として、通学路や主要駅周辺等
に設置した神戸市カメラ 2,003 台の運用を行った。 
 
（警察等への画像提供実績） 
   2,019 件 
 
 
 
 

 
イ 地域における防犯カメラ設置・更新等の支援 ［18,330 千円］ 

地域団体が設置する防犯カメラについて設置・更新経費の補助を行った。 
 
（設置補助） 

上限 80 千円 ※自立柱設置の場合、30 千円加算 
実績：67 団体・101 箇所 

 
（更新補助） 

上限 80 千円 
実績：42 団体・122 箇所 

 
ウ 地域における防犯活動の支援 ［3,290 千円］ 

地域の防犯活動を担う防犯協会や青色防犯パトロールの実施団体に対し、
補助金や物品支給等により支援を行った。 

 
(青色防犯パトロール活動報奨金制度) 

活動回数に応じて 10 千円～30 千円 
実績：５団体・90 千円 

 
エ 特殊詐欺被害防止対策 ［7,155 千円］ 

高齢者世帯の特殊詐欺被害防止対策として、着信前自動警告機能や自動
録音機能を有する電話機等の購入補助を行った。 
  
（購入補助） 

固定電話機：上限８千円、外付け機器：上限４千円（県補助 1/2） 
実績：固定電話機 876 件、外付け機器 40 件 

 
 
 
 

神戸市カメラ 
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オ 犯罪被害者等の支援 ［3,560 千円］ 
ひょうご被害者支援センターや警察と連携し、犯罪被害者やその家族に

対する日常生活等の支援を実施するとともに、令和５年１月に性犯罪被害
支援金の新設など支援制度を拡充した。 
 
（支援金等支給実績） 

・重傷病支援金（150 千円）：９件 
・性犯罪被害支援金（150 千円）：６件 
・転居後の家賃助成（30 千円／月）：１件（10 ヶ月） 

 
カ 暴力団排除の推進 ［326 千円］ 

暴力団追放兵庫県民センターが地域住民に代わり行った暴力団事務所使
用差止訴訟の費用の一部を拠出した。 

 
 
②交通安全対策の推進 
 
ア 交通安全啓発の推進 ［61,492 千円］ 

市民の交通安全に対する意識向上を図るため、警察や兵庫県交通安全協
会と連携して、学校園・地域等での交通安全教室の開催や自転車安全運転
指導、四季の交通安全運動時の啓発等を実施した。 
 
（交通安全教室実績） 
 1,058 回・81,762 人 
（小学校 157 校、中学校 33 校、高齢者向け教室 148 回） 

 
（自転車安全運転指導実績） 

373 回・7,190 人 
 

 
イ 交通遺児家庭への支援 ［1,815 千円］ 

交通遺児家庭に対して、奨学金の支給を行った。 
 
（奨学金支給実績） 

23 世帯・35 名（幼児２名、小学生 18 名、中学生 15 名） 

交通安全教室 自転車安全運転指導 
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